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連合「医療・福祉部門連絡会」の厚生労働省要請行動に参画 

医療連絡会の想いを国に届ける 

 

連合「医療･福祉部門連絡会」は 10月６日、厚生労働省に対し、

医療・介護サービスの質の向上と人材確保の推進を求める要請行

動を実施した。加盟単組に病院や介護の現場を抱える産別等から

17名が出席し、ＪＲ連合からは今井孝治事務局長が参画した。 

同部門連絡会を代表してあいさつした古川大議長（ＵＡゼンセ

ン会長代行）は、「医療・介護業界の労働条件の改善が、働く仲間

の誇りにつながり、安心・良質なサービスにつながる。知恵を出し

合って課題解決をしていきたい」と訴えた。その後、厚労省の各部

局から集まった職員約 40名と、物価高への適切な対応や持続可能

な医療・介護体制の確保等に向けた意見交換を行った。 

今井事務局長は、ＪＲ連合医療連絡会で寄せられた意見を基に、

企業立病院における労使交渉をより活性化するために診療･介護

報酬制度の簡素化を求めるとともに、介護業界ではＭ＆Ａなどに

より経営主体が変更することによって、労働条件に関する実質的

な労使交渉が困難になっている現状を訴えた。 

ＪＲ連合は引き続き、医療連絡会で集約した声を、連合を通じて

国に届ける活動に取り組んでいく。 


